
【国語（読む領域）・中２・「クマゼミ増加の原因を探る」】①

事例の概要 （本時は全4時間中の3時）

ICT活用のポイント

育成を目指す資質・能力
（知識及び技能）話や文章の構成や展開について理解を深めることができる。 （1)オ
（思、判、表等）文章全体と部分との関係に注意しながら、主張と例示との関係などを捉えることができる。C(１)ア
（学びに向かう力、等）言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切にして、思いや考え

を伝え合おうとする態度を養う。

筆者が工夫した構成の工夫をとら
え、仮説を提示することの理由に
ついて話し合おう。

仮説を提示した順番に着目して、
筆者の構成の工夫について話し
合う。

【つかむ】

【追究する】

【まとめる】

文章構成や文章と図表との関係
に着目して、読み取る。

単元の課題を共有し、学習の見
通しをもつ。

○授業の終末の場面で、次時の学習課題や解決のための手立てを提示する。
○家庭で、動画教材などを参考に自分の考えをまとめられるよう、次時の課題解決に
向けた個でできる学習を提示する。（予習型）

○前時の学習の終末場面につかんだ課題内容や参考にする動画等について、家庭で
も確認できるよう端末の連絡機能を活用する。

【事例におけるICT活用の場面①】

【事例におけるICT活用の場面②】

○次時の学習に関する動画教材を紹介し、家庭で個別追究する場面でのヒントにし
たり、ノートにまとめた内容を自分で確認したりして次時に臨めるよう、家庭に持ち帰っ
た１人１台端末を活用する。

・授業において、本時の解決に必要な時間を確保し、より深い読解につなげるため、配信された動画を視聴し、家庭学習で自分
の考えをもった上で授業に臨めるようにする。

【事例におけるICT活用の場面③】

○欠席した生徒への学びの保障として、オンラインで接続し授業を配信している。



【事例におけるICT活用の場面③】

【事例におけるICT活用の場面①②】

【活用したソフトや機能】

オンライン会議システムを活用し、欠席
者に授業の様子をリアルタイムで配信して
いる。教師用端から呼びかけ、生徒の学校
への所属意識を高めている。また、家庭で
も動画教材を活用し、本時の復習を行える

・学習動画教材
・オンライン会議システム

全４時間単元の２～４時間目について、予習型の家
庭学習に取り組んだ。

第３時では本時の課題「それぞれの図やグラフは何
のためにあるのか」の解決に向けて取り組む中で、家
庭で取り組んだ「表やグラフに関係する文章に線を引
いてくること」を生かし学習を展開した。表やグラフ
を提示した「筆者の意図」について、記述を基に話し
合う中で、生徒が「比較、根拠、補足、整理、イメー
ジの提示」などに整理することができた。

【国語（読む領域）・中２・「クマゼミ増加の原因を探る」 】②

授業中、教師用端末を通して、教室の様子を配信している。
生徒は欠席中にも、授業内容を把握できる。

生
徒
名

前時の終末に家庭での
課題に関係する動画を紹
介した。家庭での動画視
聴時間を確認できる。

図、グラフと対応する
文章を家庭で確認してい
るため、本時の中心の課
題である「筆者の意図」
を話し合う場面や、まと
めの時間が充実する。

＜端末の連絡機能＞

＜学習動画教材の
使用時間の確認機能＞




